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NYマーケットレポート（2014年 8月 18日) 
NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、ドル円・クロス円は小動きの展開で始まった。そして、欧米の

株価が堅調な動きとなったことを受けて、底固い動きが続いた。ただ、ドイツとフランスの仲介でロシアとウクライナの外相会談が実施され、

人道支援物資搬入をめぐる問題は解決したものの、ウクライナ東部で続くウクライナ軍と親ロシア派武装勢力との停戦については合意に至

らなかったことが明らかとなり、地政学的リスクからユーロが主要通貨に対して軟調な動きとなった。 
 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 
ドル/円 102.51  ユーロ/円 137.22  ユーロ/ドル 1.3388 
 

21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6738.33 +49.25 ダウ INDEX 
FUTURE 

16719 +88 
 

 

仏 CAC40 4222.76 +48.40 S&P500 
FUTURE 1963.20 +10.80 

 

 

独 DAX 9226.99 +134.39 NASDAQ 
FUTURE 4006.75 +21.75 

 

 

(出所：SBILM) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月カナダ国際証券取扱高 -10.7億 CAD（予想 50.0億 CAD・前回 214.2億 CAD） 

前回発表の 214.3億 CADから 214.2億 CADに修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7月ポーランド財政収支執行状況 55.5％（前回 53.4%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16755.29 +92.38 

ナスダック 4490.50 +25.58 
                                          (出所：SBILM) 

22：48 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8月米 NAHB住宅市場指数 55（予想 53・前回 53） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪NAHB住宅市場指数≫ 

         8月・7月・6月・ 5月・4月・ 3月・2月 

住宅市場指数・・55・・53・・49・・45・・46・・46・・46 

現状指数・・・・58・・57・・54・・48・・50・・51・・51 

見通し指数・・・65・・64・・59・・57・・56・・53・・54 

顧客動向指数・・42・・39・・36・・33・・31・・32・・31 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、ウクライナ情勢に対する悲観的な見方が後退し、米経済の先行き期待から割安感のある銘柄を買う動きが優

勢となり、主要株価は堅調な動きとなっている。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

8月の NAHB（全米住宅建設業者協会）住宅市場指数は、55と 7月の 53から上昇となり、1月以来の高水準を記録した。上昇は 3

ヵ月連続となり、労働市況の改善が追い風となった。 

 

①一戸建て住宅販売状況に関する指数は 58（前月 57）と、1月以来の高水準となった。また、向こう半年の一戸建ての見通し指

数は 65（64）となり、2013年 8月以来の高水準だった。そして、顧客動向指数は 42（39）と、昨年 12月以来の高水準となった。 

②当該指数は 50を上回ると住宅建設業者の多くが現況を良いとみていることを示す。 

③NAHBのエコノミストは、雇用の伸びが続いたほか、住宅ローン金利が記録的な低さで、購入しやすい住宅価格となっているこ

となどが寄与したと分析した。 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6741.25 +52.17 

仏 CAC40 4230.65 +56.29 
独 DAX 9245.33 +152.73 

ストック欧州 600 指数 333.60 +3.88 
ユーロファースト 300 指数 1339.35 +16.25 
スペイン IBEX35 指数 10353.40 +131.20 

イタリア FTSE MIB 指数 19639.90 +158.94 
南ア アフリカ全株指数 51572.19 +314.47 

                                                                   (出所：SBILM) 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、ウクライナ情勢をめぐるロシアとドイツなどの 4ヵ国外相会談が週末に開かれたことから、事態の改善に向け

た期待が高まり、主要株価は大きく上昇する動きとなった。  

 
(出所：ブルームバーグ) 
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1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16824.88（+161.97）、S&P500 1970.33（+15.27） ナスダック 4505.33（+30.41) 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

序盤のニューヨーク債券市場は、ウクライナ情勢緊 迫の懸念が後退したほか、8月の NAHB住宅市場指数が予想外に改善したこ

とから投資家のリスク志向が戻り、安全資産とされる米国債の売りが先行した。 

午前の利回りは、30年債が 3.17％（前週末 3.13％）、10年債が 2.38％（2.34％）、7年債が 2.03％（1.99％）、5年債が 1.57％

（1.54％）、3年債が 0.88％（0.86％）、2年債が 0.42％（0.41％）。 

 

≪欧州のポイント≫  

①英国からの独立の是非を問う住民投票を約 1ヵ月後に控えたスコットランドでは、過去 1ヵ月間で独立への支持が若干増えた

ことが世論調査で明らかになった。ただ依然として反対が賛成を上回っている。スコットランド・オン・サンデー紙に掲載され

た ICMの調査では、独立に「賛成」との回答は 38％と 1ヵ月間で 4％ポイント上昇した。反対は 47％と 2ポイント上昇した。約

14％が態度を決めていない。別の調査では、賛成が 1ポイント上昇の 42％で、反対は 2ポイント低下し 46ポイントだった。12％

が未決定としている。いずれの調査でも、未決定との回答を除けば独立賛成が 2ポイント増加した。 

 

②ドイツ中銀は月報で、年末までのユーロ圏の経済成長は当初予想より鈍化するとの見解を示した。ウクライナなどでの紛争が

企業信頼感に悪影響を及ぼしているという。独連銀は金融や不動産市場の過熱化や、政府が経済改革を行うインセンティブが最

小化されるリスクについて警告。「第 2・四半期の景気停滞を受け、ユーロ圏経済の回復は、春頃アナリストらが予想した速度で

は進まない公算が高い」との見通しを提示した。要因については「ウクライナをめぐる東欧での情勢緊迫化など、世界で起きて

いる紛争による企業信頼感への圧力が 拡大している」と述べた。 

 

3：30 

NY金は、中心限月が前日比 6.90ドル安の 1オンス＝1299.30ドルで取引を終了した。 

 

4：15 

NY原油は、中心限月が前日比 0.94ドル安の 1バレル＝96.41ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1299.30 -6.90 

NY 原油 96.41 -0.94 

                   (出所：SBILM) 

≪ NY金市場 ≫ 

ＮＹ金は、ウクライナ情勢への懸念後退で投資家のリスク志向が強まり、安全資産とされる金を売る動きが先行した。また、ド

ルが主要通貨に対して上昇し、ドルの代替資産とされる金の売りが出たことも圧迫要因となった。そして、5日以来約 2週間ぶり

に 1300ドルの大台を割り込んで引けた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、イラクやウクライナの情勢混乱を背景とした供給不安が後退し、売りが優勢となった。リビア原油の増産観測で需

給の緩みに対する警戒感も一段と強まったことも圧迫要因となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16838.74 +175.83 16840.28 16664.45 

S&P500 種 1971.74 +16.68 1971.99 1958.36 

ナスダック 4508.31 +43.39 4509.16 4486.44 
(出所：SBILM) 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、ウクライナ情勢に対する悲観的な見方が後退し、米経済の先行き期待から割安感のある銘柄を買う動きが優勢と

なり、主要株価は堅調な動きとなった。また、欧州主要株価が大きく上昇したことも、材料視された。ダウ平均株価は序盤から

堅調な動きとなり、一時前日比で 177ドル高まで上昇する動きとなった。しかし、その後は狭いレンジ内の展開が続いた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 102.57 102.60 102.50 
EUR/JPY 137.04 137.26 136.90 
GBP/JPY 171.57 171.69 171.43 

AUD/JPY 95.62 95.71 95.51 
NZD/JPY 86.94 87.04 86.86 

EUR/USD 1.3363 1.3389 1.3353 

AUD/USD 0.9323 0.9335 0.9314 
                                          (出所：SBILM) 

 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開となっ

た。そして、堅調な株価動向を背景に、底固い動きとなった。ただ、ユーロは主要通貨に対して軟調な動きとなる場面もあった。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、

第三者への提供、再配信を行うこと、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。

情報の内容については万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。また、これらの情報によって生じたいかなる損害

についても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を

目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


